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日
本
霊
異
記

の

「
所
」

字

に

つ
い
て

原

栄

一

変
体

遅
文

い
る

い
は
和
化

漢
文

と
い
わ
れ
る
臼
木
霊
異
記
を
訓
む

こ
と
が
容

易
で
な

い
こ
と

は
今
更
由

す
ま
で
も

な
い
..
思

う
に
、

こ
の
原
因

の

一
つ
は
、

霊

異
記
で
め
れ

は
霊
異

記
な
6

の
用
字
意
識

と
い
う
も
の
が
そ

こ
に
存
し
て

い

る
か
ら

で
あ
る
。

こ
れ
を
見
出
す

こ
と
が

で
き
る
な
ら

ば
、
お
の
ず

か
ら
そ

の

訓
法
も
諸
本
間
異
同
の
正
否
も
、
更

に
、
霊
異

記
全
体

に
亘

っ
て
の
性
格

も
明

ら
か

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様

な
観
点
か
ら
、

こ
こ
に
取
敢

え
ず

、

「
所

」

字

を
霊
異
記
か
ら
拾

綴
し
、
各
用
法
に

つ
い
て
雑
感

を
述

べ
て
み

よ

う

と

思

旨つ
。ま

ず

、

名

詞

用

法

に
、
紛

ら

わ

し

く

な

い
例

と

し

て

真
前

[之
」

l
-

,-

'

イ

来

二
.
於

菩
薩

所

一

(
下

一
)

往

二
菩

薩
所

一

(中

七

)

到

二
閻

羅

王

所

一

(中

一
九

)

干

二
門
椅

所

一
有

二
…

一

(中

二
八

)

至

二
熱

鉄

柱

所

一

(
下

二

二

)

が

あ

る

。

霊

異

記

に

お

い

て
、

場

所

の
意

の
ト

コ

ロ
に
は

「
所

」

字

よ
り

も

寧

ろ
　

虞

」
字

を
用

い
る

こ
と

が
多

く

、

「
庭

」

字

三

三
例

は

「他

庭

・
同

庭

・
浄
庭

」

な
ど

に
用

い
ら

れ

、

三

つ
の
異

同
例

も

輿

「家
」

高

「之

家
」

力
王
自
・
隷

」一
出

(
上
三
)

除

二
作

仏
慮

一我
悔
過
畢

(
上

五
)

我
所

レ
生
庭

(
上

二

一
)

の
如
く
、

興
福

寺
本

と

高
野
本

と
に
お

け
る

「家

」

字

と
の
異
同

に
限
ら
れ

て

い
る
。
こ
こ
で
、

「
虞
」
字

に
対
す
る
イ
の
五
例

は
、
東
大
寺
調
請
交

稿

に

見
ら
れ
る

一
種

の
敬

語
的
用
法

の
如

き
、
特
殊

な
用
法
か
と
も

一
応
考
え
ら
れ

る
が
、
菩
薩
所

・
閻

羅
王
所

は
よ
い
と
し

て
も
、
門
椅
所

・
熱
鉄
柱
所

は
そ

の

用
法

と
は
な
し

え
な

い
か
ら
、
敬

語
と
し
て

の
意
識

は
無

か

っ
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
外
、
文
意

の
上

か
ら
判
断
す
れ
ば
、
名
詞

用
法
す
な

わ
ち

「
塵
」

と
同

じ
用
法
と
見
倣

さ
れ
る
も

の
が
次

に
示

す
様

に
数
例
見
ら
れ
る
。

撃

シ

　
有

二
嬰
児
女

一中

庭
飼
旬
鷲
摘

騰

レ
空
指

レ
東
而

嚢
父
母
懇
側

異

悲

追

求

不

レ
知

レ
所

レ
到

(
上
九
)

沙
彌

摩
レ
頭
椚

レ
血
悌
嬰
而
忽
不

レ
観
所
レ
去

不

レ
知

(中

一
)

僧
浄
達
並
檀
越
等
悟

二
於
因
縁

一垂

二
哀
慰

心

一
爲
脩



二
誦
警

燧

二
八
年

一
已
不

レ
知
所

レ
去

(
中
三

二
)

　
妖

災
響
之
日
元

レ
所

レ
露
唯

一
旦
滅
也

臥
避

)

非

二
血
肉
身

一
何
有

レ

所

レ
痛

(中

二
三
)

歩

二
綴
喜

郡

一
師
卒
値

レ
王
元

レ
所

二
避
退

一
傾

レ
笠

匿
レ
面
立
二
乎
路
側
一

ー　麺

毫

)

有
一離

購
火
之
中
肉

無
レ
所
二
焼

損

一
(
下

一
〇
)

閻
羅
王
免

レ
我
債

返
呪
然
我
鷹
滅
無

レ
所

二
寄
宿

一

(
下
三
六
)

但
、
口

の
諸
例

は
速
か

に
名
詞
用
法
と
は
断
じ
難

い
の
で
あ

っ
て
、
純
漢
文

に

お
け
る
接
続
代
名
詞
的
用
法

と
も
見
ら
れ

る
。
従

っ
て
、
こ
れ
ら

は
保
留
せ
ざ

る
を
え

な
い
が
、
の

の
諸
例
は

「
…
ト

コ

ロ
無

シ
(
有

リ
)
」
と

い
う
型
で
あ
る

か
ら
、

こ
れ
ら

の

「
所

」
字
は
名
詞
用
法
と
見

て
も

よ
い
よ
う
で

あ
る
。

さ

て
、

「
無
(
有

)
+
所

+
動
詞
」

の
「
所
」
を
名
詞
用
法
と
見
る
な
ら
ば
、

こ

れ
は
福
田
良
輔
先
生

に
よ

っ
て
曽

て
指
摘

さ
れ
た
と

こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る

「所

」

字

の
特
殊
的
用
法

で
あ
り
、
わ

が
国
独
特

の
用
法

が
こ
の
霊
異
記

に
も
見
ら
れ

る
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

「
所

」
字

の
特
殊
的

用
法
は
、
上
代

に
お
い
て
、
接

続
代
名
詞

的
用
法

に
も

「動

詞

＋
所

」
の
型

で
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

霊
異
記

の
接
続
代
名
詞

的
用
法

七
四
例
は
す
べ
て
純
漢
文
同
様

「所

+
動

詞

」

の
型

で
あ
り
、
特

殊
的
用
法

は
無

い
。

よ
っ
て
、
霊
異

記
で
は
、

「
所
」
が
動

詞
と
合
す
る
場
合

、
そ

の
用
法

が
名
詞
的

で
あ

ろ
う
が
接
続
代
名
詞
的

で
あ
ろ

う
が

「
所
」
字
は
必
ず

動
詞

の
前

に
付

く
と

い
う
意
識

の
も
と
に
作
文
さ
れ
た

こ
と
が
知

ら
れ
る
。

註
1
春
日
政
治
先
生

「西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
吉
点
の
国
語
学

的
研

究

」
研
究
篇

一
〇
四
頁

2福
田
良

輔
先
生

『
上
代

に
於
け

る

「
所

」
字

の
特
殊
的
用

法

に

就

い

て
』

(安

藤
教
授
還
暦
祝
賀
記
念
論
文

集
)

3ロ

の
三
例

・
異
同
あ
る
四
例

・
引
用
文
中

の
二
例

を
除

く
。

名
詞
用
法

の

「
所
」
字
は
単

に
ト

コ
ロ
と
訓
ん
で
問
題
は
な
い

の

で

あ

る

が
、
接
続
代
名
詞
的
用
法

の

「
所
」
字

に
つ
い
て
は

い
か
な
る
訓
法
を
と
る

べ

き

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら

の
中

に

、所

レ
窩

之
経

(下

二
二
)

所

レ
著
衣

(
上
四
)

の
如

く
、

「
所

+
動
詞

+

(
之

)
+
名
詞
」
と

い
う
型

を
と

っ
た
も
の
、
す
な

わ
ち

、

「
所

+
動
詞
」
で
連
体
修
飾
語
と
な
る

二
六
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、

訓
点
資
料

に
見
ら
れ

る

所
作
種
種
勝
福
因

〔
作

レ
川
所

の
種
種
の
勝

(
れ
)
た
る
福
因

に
は
〕

(
最
研

・
本

文
篇
四
〇

ノ
ニ
○
)

所
修

行
法

〔
修
行

す

べ
キ
所

の
法

な
り
〕

(
同

一
二
ニ
ノ
三
)

の
如
き
、

「所

」
字

は
そ

の
ま
ま

ト

コ
ロ

(
ノ
)
と
訓
み
、

ル

.
ベ
キ
と

い
う

よ
う
な
時
制

・
交
意

に
応
じ
た
助
動
詞
を
補
読
し
て

い
る
例
が
参
考

と
な
る
。

こ
の
場
合
、

既
成

の
仏
典

を
訓

読

し
た
訓
点
資
料
と
、

日
本

人

に
よ

っ
て
書

か
れ
た

こ
の
霊

異
記
と
を
、

そ
の
訓

法

に
お
い
て
同

一
視

し
て
は

い
け
な
い

こ
と
勿
論

で
、

あ
く
ま

で
も
参

考
程
度

に
留

め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
例

え

ば

前
け
シ

次

二
葦
田
郡

於
萱

田
竹
原

一
所

レ
宿
之
庭
有

二
坤
音

一言

…

(
下

二
七
)



の

「所

」

を

ト

コ
ロ
と
訓

ん
だ

な
ら

ば
、

「
宿

レ
ル
所

ノ
庭
」
と

い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
れ

で
も
差
支

え
は
な
い
が
、
こ
こ
は

「
宿

レ
ル
庭
」
と
訓
ん
だ
方

が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先

に
挙
げ
た

二
例

に
し
て
も
、

「
所
」
字
は
助

動
詞

ル

・
々
'ル
等

に
相
当
す

る
も

の
と
し
、

「
窟

シ
タ

ル
経
」

「
著
タ

ル
衣
」

な
ど
と
訓
む
の
が
よ

い
よ
う
で
あ
る
。

ま

た
、

「
所

」
字
を

ベ
シ
と
訓
ん
だ
り
、

「
所
」
字

に
ベ
シ
を
補
読
し
た
と

見

ら
れ
る
例

は
全
然
無

く
、

ベ
シ
に
は
正
確

に

「
可
」

「
懸
」
両
字
を
用

い
て

お
り

、
例

え

.縣
ベ
キ
と
訓
ま
せ
る
と

こ
ろ
は

可
レ
著

レ
汝
之
衣

(中

二
七
)

可

レ
受
苦

(
下
九
)

底
レ
役
之
年

(
中
三

二
)

懸
レ
得
故

(
下
三
八
)

凛
「灯
」

の
如
く

し
て
い
る
。

な

お
、

「
我
明
所

レ
知

」

(中

三
四
)

と

い
う
例
が
見

受
け
ら
れ
け
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は

「
所

」
字

と

「
可
」
字
と

の
草
体
類
似

に

よ
る
誤
写
と
思
わ
れ
る
。

今

、

「所

+
動
詞

+
名
詞
」

に
触

れ
て
き
た
が
、

こ
の
類

に

真
「、衝
」
高
「
大
」

見

二
四
方

一
者
皆

衛

二
火
山

一無
間
所
出
故
叫

走
廻

(中

一
〇
)

と

い

う

特

殊

な
用
例

一
つ
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
傍
線
部

は
い
か

に
訓
む

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
か
、、
先
学
は
そ

れ
ぞ

れ

「
闘

の
出
づ
べ
き
所
無
し
」

・

ひ
ま

助

ひ
ま

㊧

「
出

で
む
間
無
き

(
が
故

に
)
」

・

「
出

で
む
間
無

し
」
と
訓
ま

れ
た
。

こ
こ

は

「,出
デ

ム
間
無

シ
」
も

し
く

は

「
出

ヅ
ル
問
無

シ
」

で
よ

い
と

思

わ

れ

る

幅

そ

れ
て
は
な
ぜ

蕪

二
所

レ
嵩
」

と
し

な
か

っ
た
か
と

い
う
疑
点
が

残

る
。

こ
れ
は
景
戒
独
自

の
漢
文

と
も
い
う
べ
き
も
の
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、

こ

の

「
無
間
所
出

」
と
同
型

の
も

の
に
次

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

母
貸

二
子
稻

一元
物
可
償

(
上

一
一三

)

與

レ
使
而
言
売
物
可
獄
但
有

二
垢
衣

一

前
ナ
シ

前
ナ
シ

前
「先
」

前
ナ
シ

(
中
三

四
)

求

レ
失
之
者

三
賢
十
聖
有
失
可
誹
求

レ
徳

之
者
諦
レ
法
翫

レ
善

有
徳
可
美

(
下
三
三
)

こ
れ
ら
は
、

「
償

フ
ベ
ヤ
物

元

シ
」

(今
昔

二
〇

ノ
三

一

「
可
レ
出

キ
物

元

カ
リ
ケ

リ
」
)

・

「獄

ル

ベ
キ
物
元

シ
」

(今
昔

一
六
ノ
八

「可

レ
奉

キ
物

元

シ
」
)

・

「
誹

ル
ベ
キ
失
有

リ
」

・

「
美

ム
ベ
キ
徳
有

リ
」
と
訓
ま
れ
る
べ
き

と
思

わ
れ
る
が
、
右

の
諸
例

を
合
わ

せ
考
え
る

こ
と

に
よ

っ
て
知
り

う
る
こ
と

は
、

「
有
」
字

あ
る
い
は

「
無
」
字

が

「所

」
字

(接

続
代
名
詞
的
用
法

の
)

あ
る

い
は

「可

」
字

と
重
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
景
戒

は
、

「有

」

「無

」
字

の
後

に
は
直

に

「
有
」

「
無
」

の
主
体
と
な
る
も

の
1

仮

に
そ
れ
が
被
修
飾
語
で
あ

っ
て
も

レ
が
付

く
と
心
得

て
い
た
ら
し

い
。
同
じ

「所

」
字

で
も
そ

れ
が
名
詞
用
法

で
あ
る
な
ら
ば
、

「
死

レ
所

二
避
退

一
」

(中

三
五
)
有

レ
所

レ
痛

(
中

二
三
)

の
如
く
、

「
元
」

.
「有

」

に
直
接

す
る

の
で

あ
る
。

註
　

松
浦
貞
俊
氏

「
続
日
本
古
典
読
本

・
日
本
霊
異
記
」
九
八
頁

　
武

田
祐
吉
博

士

「
日
本
古
典

全
書

・
日
本
霊
異
記
」

ニ

ニ
八
頁

　
板
橋
倫
行
氏

「角

川
文
庫

・
日
本
霊
異

記
」

八
八
頁

　
今
昔
物
語

に
は
、

「
隙
元
ク
テ
不

レ
出

ザ
ル
ガ
故

一こ

(
二
〇

ノ
三
〇
)

と
あ
る
。

D

受
身

の
助
動

詞
と
し
て
用

い
ら

れ
た
も

の
は
七
三
例

で
あ
り

、
こ
の
中

に
は



爲

レ
人
所

レ
厭

(
上

八

)

爲

二
人

畜

　所

レ
履

(
上

一
二
)

爲

レ
汝
所

レ
殺

(
上

一
二
)

爲

二
諸

道

俗

一
所

二
受

楽

一

(中

一
九

)

爲

レ
汝

所

レ
殺

(
下

二
七

)

爲

二
皇

后

一所

レ
賊

(
下

三

八

)

爲

二
ー

一所

二
射

死

一也

(
下

三

「所
」
補

八

)

為

レ
人

[]
レ
盗

(
上

三

五

)

の

如

く
、

「
爲

レ
ー
所

レ
ー
」
と

い
う
型

の
も
の
が
あ
る
。
訓
点
資
料

に
は
、

「
爲

」

「
所
」

二
字
合

わ
せ
て
単

に
ル

・
プ
ル
と
訓
ま
れ
る
も

の
も
あ
る
が
、

霊
異

記
の
場
合

は
、
「
爲
」
字
を

タ
メ

ニ
、
「所

」
字

を

ル

.
ラ

ル
に
訓
む

べ
き

と
思

わ
れ
る
。
受
身

の
助
動
詞

に
は

こ
の

「
所
」
字
が
多

く
用

い
ら
れ
る

の
で

あ

る
が
、

「
所

」
字

の
ほ
か
で
は

「
見
」
字
が

あ
り

、

尉

二
遵
辱

一
(
上

二
三
)

謳
刃

尉

レ
感

(
上

二
五
)

見

レ
哺

(
上

二
八
)

昇

召

(中

二
四
)

国
司
見
レ
怨

(中

二
七
)

悪
鬼
見

無

(
中
三
三
)

天
皇
見

・
嫌

(中
四
〇
)

皇

臣
、見

レ
敬

(
下
三
九
1)

の
八
例
が
見

ら
れ
る
。
そ

し
て
、
以

上

の
諸

例
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

「
…

(
ノ
タ

メ
)

二
ー

ル

・
プ
ル
」
の
波
線
部

(補

語
)
が

「所

」

「見
」
字

の
前

に
付
く

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
次

の

「
被
」
字

に
つ
い
て
考
え
る
場
合

に

必
要

と
な
る
。

a親

王
自
念
元

レ
罪
而

被

二
囚
執

一此
決
定
死

:
・
(中

一
)

ｂ
養

レ
子

之
志
爲
下
得

二
子

力

一
井
被
中
子
養
上

(中

三
)

C
・

襲

レ
信
至

レ
心
即
大
歓
喜
被

レ
助
脱

レ
災
故

(下

七
)

前
け
ピ

氏

俵
被

二
人
議

一堂

檀
越
所

二
打
損

一
而
死

(下

二
三
)

右
四
例

の

「
被
」

字

は

一
見

ル

・
プ

ル
と
訓

ま
れ

て
も
よ
さ
そ

う

で

あ

る

が
、

b

「棚

二
子
養

一
」
d

「樹

二
人
謹

一」

の
如
く
、
「
子
」

「
人
」
が
そ
れ

ぞ
れ
「被
」
の
前

に
く
る

こ
と
な
く
、
後

に
付

い
て

い
る
。
従

っ
て
こ
れ
ら
は
、

「子

二
養

ハ
レ
ム
」

「
人

二
議

ヂ
ラ

レ
」
な
ど
と
訓
む

べ
き
で
は
な
く
、

「
子

ノ
養

ヒ
ヲ
ヵ
ガ

フ
ラ

ム
」
「
人

ノ
講

ヂ
ヲ
カ
ガ

プ
リ
」
と
い
う
よ
う

に
、
「被

」

字

を
カ
ガ

フ
ル
と
訓
む

の
が
正
し

い
よ
う

で
あ
る
。

b

「
被

二
子
養

一
」

は
上

文

の

「
得

二
子
力

」

に
対
応
す
る
も

の
で
あ
り
、

「得

」

に
応
じ
て

「
被

」

も

動
詞
と
し

て
訓
ま
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、

「
囚
執
」

「
養
」

「助

」

「誕

」
は
、
名
詞
形

に
し
て
訓
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は

い
う

ま
で
も
な

い
。

な
お
、
今
昔
物
語

は

a
b
d

(
c
は
欠

)
に
あ
た

る
と

こ
ろ
を

評

長
屋
自
ラ
思

バ
ク
我

レ
罪
元

ク
シ
テ
此

ク
讐

ヲ
蒙

レ
リ
必

ズ
死

ナ

ム
ト

ス
:
・
(
二
〇

ノ
ニ
七
)

び

子

ヲ
養

フ
志

ハ
子

ノ
カ

ヲ
得

テ
養

ヲ
甥
引

ム
ガ
爲
也

(
二
〇

ノ
三
三
)

宙

寺

ノ
檀
越

ノ
属

ノ
問

二
事
有

テ
忍
勝

ヲ
打
損

シ
テ
即

チ
死

ヌ

(
一
四

ノ

三

一
)

の
如
く

、
蒙

ル
と
す
る
か
、
そ
れ
を
避
け
る
か
し
て
受
身

の
助
動
詞
と
し
て
は

と

っ
て
い
な

い
。

以
上

の
こ
と

に
よ
り

、

「
被
」
字

は
受
身

の
助
動
詞

に
使

わ
れ
た
と
は
考
え

ら
れ
ず
、

「
所
」

「
見
」

の
両
字
、
就
中
、

「所

」
字
が
そ

の
多
く

の
任

に
当

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る

の
て
あ
る
が
、

「
所
」
字

が
無
く

て
も

ル

・
プ
ル
が
補

読

さ
れ
る
べ
き

と
こ
ろ
が
多
多
あ
る

こ
と
は
勿

論
で
あ
る
。
例
え
ば

人
畜
所

レ
履
燭
縷
救
収
示

二
霊
表

一而
現
報
縁

(
上

一
二
)



の

「
救
収
」
も

「
救

ヒ
収

メ勾
ジ

」

と
補
読
し

て
こ
そ
文

意
が
通
る

の

で

あ

る
。
ま
た
、
既

に
挙
げ
た

「
爲

レ
i
所

レ
ー
」
の

「
所
」
字
が
省

か
れ
た

真
「決
」

此
必
定
死
爲
レ
他
刑
殺
不

レ
如

自
死

(
中

一
)

と

い
う

よ
う
な
も
の
も

五

例

ほ
ど
見
ら
れ

る
。

な
お
、

こ
の

「
爲
他
刑
殺
」

を

、
日
本
古
典

全
書

な
ど
に
は
、

「
爲

二
他
刑

殺

一
」
と
し
、

「他

に
刑
殺

せ
ら

れ

(
む
よ
り
は
)
」
と
訓
ま
れ

て
い
る
が
、
既
述

の
通
り
、

こ
の
霊
異

記
に
お

い
て
は
、

ル

.
プ
ル
と
訓
ま

れ
る
べ
き
交
字

の
後

に
補
語
と

み
ら
れ
る

7
ー

二
」

は
こ
な

い
し
、
か

つ
、

「
爲
」
字

は

ル

・
ラ
ル
と
訓
ま
れ
る
こ
と
は
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
は

「
爲
レ
他
刑
殺
」
と
し
、

「
他

ノ
爲

二
刑
殺

セ
ラ
レ

:
.」
と

い
う

よ
う

に
、

ラ

ル
は
補
読
す

べ
き

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
受
身
助
動
詞
と
し
て
の
用

法

に
準

じ
て
特
殊

な

一
例
が
見
ら
れ

る

か
ら
そ

れ
を
挙
げ

る
。

前
「
鴨
」

前
「
叫
」

前
ナ
シ

累
戒
之
神
識
出

レ
聲

而
叫
有

レ
側
人
耳
當

レ
ロ
而
叫
教

二
語
遺
言

一
彼
語
言
音

空
不

レ
所

レ
聞
在

レ
彼
人
不
レ
答

(
下
三
八
)

こ

れ

は
、

「
…
彼

ノ
語

リ
言

フ
音

空

シ
々
シ
テ
聞

コ

エ
ズ
…
」
と
訓
ま
れ
る

も

の
と
思

わ
れ

る
が
、

こ
の
様
な
用
例
は
霊
異
記

に
お

い
て
他

に
見
出

せ
な

い

の
で
あ
り

、

コ
小

レ
得

レ
聞
」
あ
る

い
は

「不

レ
能
レ
聞

」

で
済

ま
す
と

こ
ろ
で

あ
る
。

こ
の
原
因
は
下
三
八

に
見
ら
れ
る
と

い
う
と

こ
ろ
に
あ
り

そ

う

で

あ

り
、

こ
れ

に
っ
い
て
は
下
序

の
特

異
な
用
字
法

(例

え
ば

ゴ
ト
シ
に

「
猶
」

「
疑
」

「
若

」
字

を
用

い
る
と

い
う
よ
う
な
)
と
共

に
、
今
後
考
え
ら

れ
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
問
題

で
あ
る
。

註
　
異

同
あ
る
四
例

・
引
用
文
中

の

二
例

を
除

く
。

「
所

」
字

の
主

な
用

法
は
接
続
代
名
詞
的
用
法
と
受

身
助

動
詞
と
し
て

の
用

法
と

で
あ
り
、
共

に
七
十
数
例

の
用
例
を
も

っ
て
い
る

こ
と
を
知

っ
た
が
、

こ

の
二
っ
の
用
法

の
ど
ち
ら

と
も
決

め
難

い

一
群
が

こ
こ
に
あ
る
。

哉
然
後
所

レ
産

児
之
頭

纒
レ
蛇

二
遍
首
尾
垂

レ
後
而
生

(
上

三
)

高
ナ
ツ

興
「家
」

h
六
道
四
生

我
所
レ
生
庭

(
上

一
二

)

軋
女
在

二
任
縣
国
司
館

一所

レ
生

子
遊

二
館
庭
中

一
(中

二
〇
)

高
「人
」

4

将
レ
建
レ
塔
護

レ
願
時
生

二
女

子

一
捲

二
舎
利

一所

レ
産
縁

(中
三

一
)

真
「
愁
」

0
懐
妊

生

レ
女
捲

二
左
方
手

一以
所

二
産

.
生

一
(
中
三

一
)

坑
凶
女
不

レ
孝

二
養
所

レ
生
母

一
以
現
得

二
悪
死
報

一
縁

(
上

二
三

)

9。蘇
曼
所

レ
生

卵
十
枚

(下

一
九
)

a
～

e
と
f

g
の

「
生

(
産
)
」

字

を
自
動
詞
と
他
動

詞
と

に
分
け
て
考
え

る
な
ら
ば

、

「
所

」
字
は
接
続
代
名
詞
的
用
法

と

い
う

こ
と

に
な
り

一
応
形
は

つ
く
の
で
あ
る
が
、

こ
の

「
所
生
」

の

「
所
」

に
受
身
助

動
詞

ル
と
し
て
の
用

字

意
識

か
全
然
無

か
っ
た

と
果
し

て
言

え
る

で
あ
ろ
う
か
。
万
葉

集

に
見
ら
れ

る
裡
公
鳥
濁
所
生
而

(巻

九
、

一
七

五
五
)

吾
以
後
所
生
人

(巻

一
一
・
二

三
七
五
)

の
如
き

「所

」

は
、

受
身
助
動
詞
と
し

て
の
用
法

「所

思
、
所

云
、
所
纒
」



等
と
同
じ
用
字
意
識

の
も
と

に
川

い
ら
れ
た

の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

こ
の
様
な

見
地

に
立

つ
な
ら

ば
、
古
事
記
を
は
じ
め
慣
用
化

さ
れ
て

い
た
と
さ
え
思
わ
れ

る

「
所
生
」

の

「
所
」
が
す

べ
て
接

続
代

名
詞
的
用
法
の

「所
」

と
は
考
え
ら

れ

な
い
。
f

・
g
二
例
は

「
生
」
を
他
動
詞
と
し
、

「所
」

は
接
続
代
名
詞
的

用
法

と
見

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、

a
～

e
五
例

の

「
所
」

は
受
身
助
動
詞
と

し

て
の
用
法

と
も
見
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
d

・
e
に
っ
い
て
は

一
層

そ

の
感
が
深

い
。

次

に

「
以

」
字

と
熟
合

し
て
い
る

「
所
以
」

に

つ
い

て

み

る
。

「所

以
」

は
、
A
名
詞

川
法

と
B
接

続
詞
用
法

と
に
二
分

さ
れ
る

が
、

こ
れ
ら
は

「故

」

と

の
関
連
に
お
い
て
そ
の
特

色
が
見
ら
れ

る
。

高
ナ
シ
高
「凌
」

高
ナ
シ

A

問

レ
所

三
以
彼
拍
罵
日

二
鷲
撒
残

一
也

(
上
九
)

問

三
其
所

二
以
到
来

一

賦ハ
一
二
」

興
ナ
シ

(
上

一
二
)

自
度
元

レ
名
其

俗
姓
亦

未

レ
詳
所

三
以
号

名
二
石

川

沙

彌

一者

…

(
上

二
七
)

何
宥

レ
所

レ
痛
唯
所
三
以
示
二
常
住
不
変

一
也

…

」
「

D

(
中

二

三
)

愛

乞

者

間

レ
之

所

以

者

何

答

日

…

(
中

一
五

)

真

「化
」

可

」

A

錐

レ
窩

二
大

乗

一而

作

二
重

罪

一
所

以

者

何

汝

用

二
斤

二

一
.:
故

召

レ
汝

耳

(
下

二

二
)

A

因

捉

二
秋

丸

一
問

二
殺

所

由

一

(
下

二
七

)

右
が
名
詞

ユ
ヱ
の
諸
例

で
あ
る
が

、
名
詞
用
法

に

「
故
」
を
単
独

に
用

い
る

こ
と
は
少
く
、

「何
故
、
何
以
故
、
是
故
」
等
を
別

に
す
る
と
、

金
堂
東
脇
士
観

音
之
頂
元

故
断
落
也

(
中

三
六
)

の

一
例
が
見

ら
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。

こ
の

こ
と

か
ら
、

名
詞

ユ
ヱ
に

は
専

ら

「
所

以
」
を
用

い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の

「
所
以
」

に
は
、
亀

に
示

し
た

ユ

ヱ
ハ
イ
ヵ

ニ
ト
号
ラ
バ
と

で
も
訓
ま
れ
る

「所

以
者
何
-
故

」
と

い
う
型
が

あ

り

興
味

深

い
。
以
前
、
神
田
秀
夫
氏
が
古
事
記
や
風
七
記

に
こ
の
型
が

あ
る
こ

と

に
注
目
さ
れ
、

こ
れ
も
漢

訳
仏
典

の
影
響

で
あ
ろ
う
と
述

べ
ら
れ
た
が
、

こ

れ

に
患

い
合

わ
せ
る
と
、
仏
典

と
共

に
あ
っ
た
景
戒

の
も

の
に
見
出

さ
れ
る
こ

と
は
当
然

の
事

の
様
に
思

わ
れ
る
。
な

お
、
A

の

「
所
由
し

は
た
だ

一
例

で
あ

る
が
、

「所

以
」
に
準
じ
る
も

の
で
あ
る
。

接
続
詞

ユ
ヱ
ニ
に
は
、
名
詞

「
所
以
し
と
は
反
対

に

「
故

」
を
用

い
る
の
が

普
通

で
あ
り
、
そ

の
例
は

二
〇
〇
例
近
く
数
え
ら
れ
る
。

一
方
、

こ
の
接
続
詞

用
法

の

「
所
以

」
は

一
七
例
で
あ
り
、

二
例

を
除
く

一
五
例
ま
で
が
定
ま

っ
た

型

に
用

い
ら
れ
て

い
る
。

B
謹
不

レ
用

レ
食
二
常
住
僧
物

一所

以
大
方
等
纏
云
…

(
上

二
〇
〉

所

以
経
、

云

…

(
上

二
三

・
三
〇
)

所

以
不

思
議
光

菩
薩
纏

云
…
(
中
七
)

所

以

大
集
経
云
…

(
中
九
)

所

以
出
曜
輕

云
…

(
中
三
〇
)

所

以
成
実

論

真
「之
」
意
改

云

…

(
中
三

二
)

所
以
書
伝

云
…

(
下

二
)

所

以
長
阿
含
経
云
…
…

(
「、
q
)

所
以
丈
夫

論
云
…

(
下

一
五
)

所

以
律
云
…

(
下

一
七
)

所

以
十
輪

経
云
…

(下

三
三

)

興
ナ
シ

B
不
レ
告
二
吾
子

一
取
二
稲
十
束

【所
以
今

受
二
牛

身

【
(
上

一
〇
)

我
昔
先

世



倫

二
用
子
物

一
所
以
今
受

二
牛
身

一
(中

一
五
)

未

レ
償
以
死
所
以
今
受
二
半

身

一
(
中
三
二
)

高
ナ
ソ
高
「心

帰
有
」
高
ア
シ

　
吸
こ
轍
於
養
性
之
気

一所
以
晩
年
以
二
四
十

鹸
歳
…

(
上

二
八
)

唯
有
二

鎧
音

一所

以
前

レ
馬
過
往

(
中

二
二
)

B
は
説
話

内
に
経
典
類
を
引
用
す
る
場
合

に
用

い
ら
れ
た
例

で
あ

っ
て
、
こ

の

よ
う
な
場
合

に

「
故
」
を
用

い
た
も

の
は

隠
身
聖
人
交

二
其
中

一故
橋
慢

経
云
・.・
(
中

一
)

の

一
例

の
み

で
あ
る
。

よ

っ
て
、

こ
れ
ら

の

「
所

以
」

が
接
続

詞

と

し

て

「
故

」
と
同
様

に
用

い
ら
れ
た

こ
と
を
知

る
と
同
時

に
、
経
典
類
引
用

の
場
合

に
は
原
則

と
し

て

「
所

以
」
を
使

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ

こ
の
様
な
場
合

に

「
所
以
」
を
用

い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
恐

ら
く
、
経
典
引
用
と

い
う
改

ま

っ

た
気
持
を

こ
の

「
所
以

」
に
托
し
た

の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
ま
た
、
恥

の
三
例

は
い
ず
れ
も

「
所
以
今
受
二
牛
身

一
」
と

い
う
型
を
と

っ
て
お
り
、
牛
身

を
受
け

る
と

い
う
と

こ
ろ
で

「
故

」
を
使

っ
た

の
は
、

こ
れ
亦

為

レ
償
二
此
物

一故
受

二
牛
身

　者
也

(
中
九
)

の

一
例

の
み

で
あ

る
。

こ
の
例

は
上

に

「
為
」

字
を
有
し
て
お
り
、

「
為

ノ

、
、
、

、
、

、
紛

ユ
ヱ
(
二
ご

と

い
う

い
わ

ゆ
る
特
殊

の
接
続
詞
と
な

っ
て

い
る
.

「
所

以
」
が

こ
の

「
為
:
故
」

に
相
当
す
る
と
み
れ
ば

、
接
続
詞

「
所

以
」

の
訓
も
、
単

に

ユ
ヱ
ニ
と
す
る
よ
り
も
盲
訓
点

に
見
ら
れ
る

ソ
ヱ
ニ
な
ど

と
し
た
方
が
よ

い
の

で
は
な

い
か
と
思

わ
れ

る
。
B

の
中

一
五

の
例

に
相
当
す
る
と
こ
ろ
を
、
三
宝

絵
詞
で
は

子

ノ
物

ヲ
犯
用

シ
キ

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
今
牛

ノ
身

ヲ
ウ
ケ
テ

(観
智
院
本

・
中

一

一
)

と
し
て

い
る
が
、

こ
れ
な
ど
は
参

考

に
な
る
。

と
も
か
く
、
B

の
二
例

を
除

く
B
B

の
諸
例
が
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
の
定
型

に
用

い
ら

れ
る

こ
と
は
、
接
続
詞
用

法

の

「
所
以

」
に
対
す
る
意
識

の
し
か
た

が

「
故
」
と
は
異

っ
て

い
た

こ
と
を

物
語

っ
て

い
る
。
更

に
恥

に
関
し
て
臆
測

す
れ
ば
、
各
説
話
が
時
代
順

に
配
列

さ
れ
る
以
前

、
牛
身
を
受
け
る
説
話
は

こ
れ
と
し
て

一
グ

ル
ー
プ

に
纒
め
ら

れ

て
い
た

の
で
は
な

い
か
。
す

な
わ
ち
、
同
時
期

に
纒

め
て
書
か
れ
た
の
で
は
な

い
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。

興
「
以
」

註
　

所

二
.
造
立

一伽
藍

(
上
七
)

は
明
ら
か

に
興
福

寺
本

の
誤
写

で
あ
る

か
ら
こ
こ
に
採

ら
な

い
。

　
神
田
秀
夫
氏

「
古
事
記
の
文
体

に
関
す
る

一
試

論
」

(国
語

と
国
文
学

二
七
巻

六
号

)

・

「
古
事
記

の
構
造
」

一
一
三
頁

　
遠
藤
嘉
基
博

士

「
訓
点
資
料
と
訓
点
語

の
研
究
」

二
〇
二
頁

最

後

に
、

異

同

あ

る

例

に

つ

い
て
見

よ
う

。

真
原
本

「引
」

a極
熱
之
駐
翻

認

瑠

欲
・
抱

(中
七
)

b

従
者

数
千

・
所

農
業
怠

(
下

二
四
)

右

二
例
は
、

液
斉

の
校
本

に
よ
る
と
、

「所

」

字

の
下

に
名

詞
が
付

い
て
お

り
、

「所

」
字
の
下
に
は
動
詞
が
付

く
と
い
う
点
か
ら
考

え
る
と
明

ら
か
に
誤

り
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

a
例

の

「
川
」
字

を
諸
註
釈
書

が
共

に

「
心
」



字

に
意
改

し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
名
詞

に
改

め
た

の
で
は
改

め
た

こ
と

に

は
な
ら
な

い
。
先

頃
、
真
福

寺
本

原
本
に
は

「
引

」
と
あ
る
こ
と
が
小
泉
道
氏

に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
が
、
こ

の
動
詞

「引

」
で
あ

っ
て
こ
そ

こ
こ
は
解

決

さ
れ

る
の
で
あ
る
。
同
様
、
b
例

の

「
所

」
も
前
田
家
本

の

「
故
」
に
改

め

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。
ま
た
、

興
ナ
シ

四
字
興
ナ
シ

　
大
鬼
半
夜
所
来
行

二
童

子

一
而
見

レ
之
退

(
上
三
)

を
角

川
文

庫
は

「
鬼
、

中
夜
ば

か
り

に
来
り
、
」

と
、

「
所

」
字
を

バ
カ
リ

に
訓
ん
で

い
る
。

確
か

に
、

「
所

」
字

に
は

『
與

「
許
」
同
。
」

(詞
詮

)

と
い
う
用
法

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
霊
異
記

の
用
字
法
が
比
較
的
単
純
で
あ
る
点

か
ら
、

バ
カ
リ
と
し
て
の
用
法
と
は
認
め
難

い
。

霊
異
記

に
ハ4。
い
て
、

バ
カ
リ

に
は
必
ず

「
許
」
字
が
用

い
ら
れ
る

の
で
あ

っ
て
、
そ

の
用
例

は

二
二

(
内

一

例
は

「
計
」
宇
)
を
数
え
る
。
よ

っ
て
こ
の

「
所

」
字
は
何

か
の

誤

り

と

見

て
、
興
福
寺
本

に
従

う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

註
　

小
泉

道
氏

「
霊
異

記
の
真
福

寺
本

と
液

齋
校
本
」

(国
語
国
文

二
六
巻

四
号
三
七
頁
上
段

)

以

上
、

「所

」
字

の
各
用
法

に
つ
い
て
雑
感
を

述
べ
お
わ
り
、
何
か
纒
っ
た

こ
と
を
と
思
う

の
で
あ
る
が
、
残

念
な
が

ら

「
所

」
字

一
字

の
用
法
か
ら
で
は

そ

れ
が
で
き

な

い
。
た
だ
溝
然

と
感
じ
取

れ
る
こ
と
は
、
は
じ

め
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
盤
異

記
と
し
て

の
用
字

意
識
が
あ

っ
た
こ
と
、
そ
し

て
そ

の
用
字

法

は
比
較
的
単
純

で
あ
り
、
限
度
が

あ
り
、
そ

こ
に
は
漢
文

作
成
力
の
不
足

が
あ

ら
わ
れ
て

い
る
場
合

も
あ
る
と

い
う
よ
う
な

こ
と
で
あ
る
..

な
お
、
異

同
個
所

の
略
号

で
あ
る
興

・
高

・
真

・
前

は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
興
福

寺
本
、
高
野
本
、
真
福
寺
本

、
前
田
家
本
を

あ
ら
わ
す
。
ま
た
、
引
用

の
今
昔

物
語
は
岩
波
文
庫
本

に
よ

っ
た
。

執

筆

者

紹

介

今
井

源
衛

井
手

恒
雄

白
石

悌
三

鶴

久

原

栄

一

原
口

裕

九
州
大
学
助
教
授

福
岡
女
子
大
学
教
授

九
州
大
学
大
学
院

熊
本
女
子
大
学
助
教
授

九
州
大
学
大
学
院

九
州
大
学
大
学
院


